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■現在までの価格推移

（とうもろこし）

２００９年は世界同時不況による需要減少が見込まれる
なか軟調に推移していたが、３月以降は作付け遅れ・
原油価格の上昇によりやや値を上げた。その後天候回
復により軟化したものの１０月以降は再び産地天候不順
により値を上げる展開となった。
２０１０年は米国及び南米の豊作見通しから値を下げて
推移していたが、７月以降は旧穀在庫の減少・ロシア
及び近隣諸国の干ばつを材料に反騰。加えて１０月には
新穀生産量が大幅に下方修正されたことから騰勢を強
め、年末には６．２ドル／ブッシェルを超えて上昇した。

（大 豆）

２００９年はアルゼンチンの干ばつ・旺盛な中国需要に
より６月には１２．０ドル／ブッシェルを超える水準まで
高騰した。その後は、好悪材料に敏感に反応するボラ
ティリティの高い相場展開が続いた。
２０１０年は、米国及び南米での豊作見通しから軟調に
推移していたが、７月以降は小麦の高騰から値を上げ
た。その後も旺盛な中国需要・新穀生産量の下方修正・

アルゼンチンの高温乾燥懸念などにより年末には１３．９
ドル／ブッシェル台まで値を上げた。

（小 麦）

２００９年は前年の価格高騰による増産から需給緩和に
より総じて軟調に推移した。
２０１０年も世界生産量が３年連続で需要量を上回ると
の見通しから値を削る展開が続いていたが、７月以降
はロシア干ばつによる禁輸措置から反騰し、７．０ドル／
ブッシェルを超え上昇した。

■２０１０／２０１１年の需給見通し（１月米国農務省）

２０１０／１１年のとうもろこし需給は、世界的には前年
並みの生産量が見込まれるものの、米国については８
月の猛暑による単収悪化から前年比４．９％の減産見通
しとなった。需要面においては、依然堅調なエタノー
ル需要から米国・世界とも前年比３．０％弱の増加見通

米 国 前年比 世 界 前年比
生 産 量 １２，４４７ ９５．１％ ８１６ １００．５％
需 要 量 １３，４３０ １０２．８％ ８３６ １０２．９％
期末在庫 ７４５ ４３．６％ １２７ ８６．３％
率 ５．５％ △７．５ １５．２％ △２．９

米 国 前年比 世 界 前年比
生 産 量 ３，３２９ ９９．１％ ２５５ ９８．２％
需 要 量 ３，３５５ ９９．８％ ３５３ １０６．７％
期末在庫 １４０ ９２．７％ ５８ ９６．８％
率 ４．２％ △０．３ １６．５％ △１．７

米 国 前年比 世 界 前年比
生 産 量 ２，２０８ ９９．５％ ６４５ ９４．６％
需 要 量 ２，４７６ １２２．７％ ６６５ １０２．１％
期末在庫 ８１８ ８３．８％ １７７ ９０．２％
率 ３３．０％ △１５．５ ２６．８％ △３．５

（とうもろこし）

（大 豆）

（小 麦）

（米国：百万ブッシェル、世界：百万トン）
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しであり、期末在庫はいずれも減少見通しとなってい
る。特に米国期末在庫は５．５％と史上２番目の低水準に
ある。
大豆需給については、米国・世界とも前年比微減の

生産量となるものの、依然世界を席巻する中国需要に
より期末在庫はいずれも減少、特に米国在庫は４．２％と
厳しい需給環境となっている。
小麦需給は、ロシア及び近隣諸国の干ばつにより世

界生産量が前年比５．４％の減産となり期末在庫も減少
するが、在庫率は米国３３．０％、世界２６．８％といずれも
安定水準を確保する見通しである。

■騰勢強める穀物価格

上述のとおり２０１０／１１年の穀物需給は非常に厳しく
年明け以降もアルゼンチンの干ばつ・オーストラリア
の洪水といった天候要因からますます騰勢を強めている。
未曾有の価格高騰となった２００８年は、Bric'sをはじめ

とする新興国需要の増加や国際的なバイオエネルギー
需要の増加が予想される一方、異常気象による生産量
の不確実さの高まりなどから大量の投機マネーが流入
し価格を押し上げた。今回の価格高騰においては投機
的な動きもさることながら、当時と比較しても需給が
逼迫しており、より深刻な状況といえる。
国連食糧農業機関（FAO、２月３日付）の発表でも、

２０１１年１月の食料指数（小麦・とうもろこし・米・油
糧種子・乳製品・砂糖及び食肉の国際価格について
２００２～２００４年を１００とし食品全体の平均価格を指数化
したもの）は、７ヵ月連続で上昇し２３０．７ポイントとな
り、すでに近年のピークである２００８年６月の２２４．１ポイ
ントを上回る水準となっている。
今後、新穀の作付け面積動向・生育期の天候動向に

よっては、更なる価格高騰が懸念される。

■海上運賃

リーマンショック（２００８年９月）以降冷え込んだマ
ーケットは、中国による驚異的な輸送需要により急回

復し、２００９年後半には７０ドル／トン前後まで値を戻し
た。２０１０年は新造船の大量供給により船腹需給の緩和
が期待されていたが、実際には６割程度の供給に留ま
ったことからマーケットへの影響は限定的となった。
２０１１年は引き続き新造船の供給が見込まれており船
腹需給の緩和を期待したいが、アジアへの需要集中に
より配船パターンが変化しており、航行日数増加によ
り、なかなか下がり難い環境が予想される。

■外国為替

２００９年は年明け以降日本の経済指標の悪化・米景気
楽観論の台頭から円ジリ安の展開となったが、春先以
降は再び円高基調に転じた。２０１０年はユーロ圏の財政
問題が深刻化し、夏から秋にかけて急速に円高が進行
し一時８０円台を至現した。
２０１１年は年央までは米国の長期国債買い入れプログ
ラムが予定通り継続される見通しであることから引き
続きドルの上値が重い展開が予想されるが、年後半へ
向けては米景気回復の鮮明化とともに１００円程度への
円安展開が予想されている。

以上のとおり、２０１１年は厳しい相場展開を予想せざ
るを得ない状況であり、中長期的にも世界の穀物需給
は極めて厳しく、国産飼料の増産など対応への施策が
求められる。

以 上
（飼料原料課長 浅井 学）
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